
  

１．平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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四半期決算説明会開催の有無      ：有（証券アナリスト、機関投資家向け） 

  
  

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年12月期第２四半期  75,853  16.8  10,118  266.4  10,017  236.8  5,588  －

21年12月期第２四半期  64,932  －  2,761  －  2,974  －  △703  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年12月期第２四半期  22  15  －      

21年12月期第２四半期  △2  72  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年12月期第２四半期  169,040  118,396  61.5  412  07

21年12月期  161,609  113,700  61.5  394  03

（参考）自己資本 22年12月期第２四半期 103,971百万円 21年12月期 99,449百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年12月期  －        3 00 －      3 00  6  00

22年12月期  －        3 50

22年12月期（予想） －      3 50  7  00

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  153,800  9.8  17,800  59.5  17,800  54.3  9,100  157.0  36  07



４．その他（詳細は、［添付資料］３ページ「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規 －社（社名            ） 除外 －社（社名            ） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続き、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続き、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続きの実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の業績予想には、本資料の発表日現在入手可能な情報に基づく予測が含まれております。実際の業績は、今後さ

まざまな変動要因により、上記数値と異なる可能性があります。上記業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添

付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期２Ｑ 263,992,598株 21年12月期 263,992,598株

②  期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 11,678,333株 21年12月期 11,603,167株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 252,353,887株 21年12月期２Ｑ 258,214,955株



  

  

 ※ 当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料等については、開催後速

  やかに当社ホームページで掲載する予定です。 

   ・平成22年８月19日（木）・・・・・・証券アナリスト・機関投資家向け決算説明会  
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

（ア）当第２四半期連結累計期間の概況 

当第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日までの６か月間）におけるわが国経済は、企

業収益が改善し、設備投資も下げ止まるなど、着実に持ち直しの動きがみられました。 

このような状況のもとで当社グループは、需要の堅調な回復に支えられた一方、継続的なコスト削減や業務の効率

化にも取り組み、収益の確保に努めました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は758億５千３百万円（前年同期比16.8%増収）、営業利益は101億

１千８百万円（前年同期比266.4%増益）、経常利益は100億１千７百万円（前年同期比236.8%増益）、四半期純利益

は、55億８千８百万円（前年同期比62億９千２百万円増益）となりました。 

  

（イ）セグメント別の業績 

第１四半期連結会計期間において組織変更を実施し、各事業区分に属する主要な製品の再編を行いました。これに

伴い、従来「アクリル製品事業」に属していた建築・土木製品を「機能製品事業」に、「機能製品事業」に属してい

た光硬化型樹脂を「アクリル製品事業」に変更しております。また、事業の種類別セグメント情報については、前第

２四半期連結累計期間、当第２四半期連結累計期間とも上述の新しい事業区分に置き換えて対比しております。 

①基礎化学品事業 

苛性ソーダおよび無機塩化物は、販売価格の下落があったものの、国内需要の回復により出荷が堅調に推移しま

したため、やや増収となりました。 

銅製品は、需要の増加と市況の回復により、大幅な増収となりました。 

液化塩化水素は、電子材料分野における需要の回復により、大幅な増収となりました。 

工業用ガスは、需要の回復に伴い出荷が増加しましたため、大幅な増収となりました。 

これらの結果、当セグメントの売上高は、238億３千３百万円（前年同期比10.3%増収）、営業利益は35億８千５

百万円（前年同期比273.3%増益）となりました。 

②アクリル製品事業 

アクリル酸エステルは、国内・国外とも需要の回復に加え、市況が改善いたしましたため、大幅な増収となりま

した。 

アクリル系ポリマー、高分子凝集剤は、出荷が好調に推移しましたため、大幅な増収となりました。 

光硬化型樹脂「アロニックス」は、電子材料分野向けなどへの出荷が好調に推移し、大幅な増収となりました。

これらの結果、当セグメントの売上高は、296億３千８百万円（前年同期比38.1%増収）、営業利益は41億８千７

百万円（前年同期比38億２千９百万円増益）となりました。 

③機能製品事業 

接着剤は、主に電子材料、自動車分野向け工業用接着剤の出荷が好調に推移し、大幅な増収となりました。 

建築・土木製品は、建築補修用途の需要が増加し、増収となりました。 

開発製品は、シリコン系高純度ガス、無機イオン交換体など電子材料分野向け製品の出荷が堅調に推移した結

果、大幅な増収となりました。 

これらの結果、当セグメントの売上高は、84億２千２百万円（前年同期比20.9%増収）、営業利益は18億６千２

百万円（前年同期比102.1%増益）となりました。 

④樹脂加工製品事業 

エラストマーコンパウンド、介護・福祉関連製品は、堅調な出荷により増収となりましたが、管工機材製品の減

収を補うには至らず減収となりました。 

これらの結果、当セグメントの売上高は、133億６千７百万円（前年同期比4.7%減収）、営業利益は６億９千２

百万円（前年同期比8.4%減益）となりました。 

⑤その他の事業 

新規製品の研究開発事業、設備等の建設および修繕事業、輸送事業などにより構成される当セグメントは、売上

高は５億９千１百万円（前年同期比31.3%減収）、１億６千２百万円の営業損失となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 (ア)財政状態の分析 

 総資産合計は、「現金及び預金」および「建設仮勘定」などの増加により、前連結会計年度末に比べ74億３千万

円、4.6％増加し、1,690億４千万円となりました。 

 負債合計は、「未払法人税等」の増加により、前連結会計年度末に比べ27億３千４百万円、5.7％増加し、506億

４千３百万円となりました。 

 純資産合計は、「利益剰余金」などが増加しましたため、前連結会計年度末に比べ46億９千６百万円、4.1％増

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



加し、1,183億９千６百万円となり、自己資本比率は61.5％となりました。 

  

 (イ)キャッシュ・フローの状況 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、運転資本が増加しましたものの、税金等調整前四半期純利益が大幅に増

加しましたため、前年同期に比べ収入が５億６千７百万円増加し、138億６千７百万円の収入となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出が増加しましたため、前年同期に比べ支

出が25億９千９百万円増加し、57億６千６百万円の支出となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額など、11億３千２百万円の支出となりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物の残高は192億５千２百万円となり、前連結会

計年度末に比べ68億６千４百万円の増加となりました。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年４月28日に発表いたしました連結業績予想につきましては、平成22年７月29日発表の「業績予想の修正に

関するお知らせ」において、業績予想の修正を行っております。 

高付加価値製品の出荷が前回の想定よりも好調に推移していることに加え、海外における一部アクリル製品の収益

が改善したことから、連結業績予想は前回発表を上回ると予想しております。 

  

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   ①法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

    法人税等の算定に関しては、加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっております。 

    繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がなく、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度決算において使用した

将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境等

に著しい変化があるか、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度末

決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利

用する方法によっております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

（３）四半期連結財務諸表の作成に係る会計処理の原則・手続き、表示方法等の変更 

①工事契約に関する会計基準の適用  

  請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関

する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）および「工事契約に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会

計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められ

る工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基

準を適用しております。 

 これに伴う損益に与える影響はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 19,647 12,778

受取手形及び売掛金 44,649 44,019

たな卸資産 15,846 15,862

繰延税金資産 1,080 984

その他 1,213 1,506

貸倒引当金 △124 △116

流動資産合計 82,313 75,035

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 18,694 18,891

機械装置及び運搬具（純額） 18,155 19,294

工具、器具及び備品（純額） 2,256 2,462

土地 18,048 18,050

リース資産（純額） 240 216

建設仮勘定 3,902 1,358

有形固定資産合計 61,298 60,273

無形固定資産   

のれん 403 565

リース資産 11 12

その他 1,130 1,250

無形固定資産合計 1,545 1,828

投資その他の資産   

投資有価証券 13,696 13,995

長期貸付金 34 47

固定化債権 8,798 8,711

前払年金費用 1,610 1,607

繰延税金資産 2,326 2,523

その他 2,966 3,138

貸倒引当金 △5,549 △5,550

投資その他の資産合計 23,883 24,472

固定資産合計 86,727 86,574

資産合計 169,040 161,609



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 15,851 16,786

短期借入金 5,814 5,588

リース債務 79 68

未払法人税等 3,494 1,568

繰延税金負債 0 －

賞与引当金 57 141

その他の引当金 5 7

その他 9,632 7,937

流動負債合計 34,936 32,097

固定負債   

長期借入金 9,732 10,140

リース債務 183 172

繰延税金負債 1,009 1,086

退職給付引当金 557 568

役員退職慰労引当金 32 113

その他 4,191 3,730

固定負債合計 15,707 15,811

負債合計 50,643 47,909

純資産の部   

株主資本   

資本金 20,886 20,886

資本剰余金 15,087 15,086

利益剰余金 70,470 65,638

自己株式 △2,937 △2,907

株主資本合計 103,507 98,704

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,360 1,469

為替換算調整勘定 △896 △725

評価・換算差額等合計 464 744

少数株主持分 14,424 14,250

純資産合計 118,396 113,700

負債純資産合計 169,040 161,609



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 64,932 75,853

売上原価 48,478 51,345

売上総利益 16,453 24,507

販売費及び一般管理費 13,692 14,389

営業利益 2,761 10,118

営業外収益   

受取利息 72 53

受取配当金 186 180

持分法による投資利益 181 203

その他 281 169

営業外収益合計 722 606

営業外費用   

支払利息 149 115

環境整備費 － 345

遊休設備費 152 58

その他 208 187

営業外費用合計 509 707

経常利益 2,974 10,017

特別利益   

固定資産売却益 － 1

投資有価証券売却益 － 12

貸倒引当金戻入額 55 －

その他 5 －

特別利益合計 61 14

特別損失   

固定資産処分損 65 112

減損損失 2,431 194

貸倒引当金繰入額 203 7

投資有価証券評価損 － 45

特別損失合計 2,701 359

税金等調整前四半期純利益 334 9,672

法人税等 692 3,722

少数株主利益 345 360

四半期純利益又は四半期純損失（△） △703 5,588



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 334 9,672

減価償却費 4,468 4,236

減損損失 2,431 194

のれん償却額 144 161

貸倒引当金の増減額（△は減少） 98 7

退職給付引当金の増減額（△は減少） △284 △14

その他の引当金の増減額（△は減少） 366 △166

受取利息及び受取配当金 △259 △233

支払利息 149 115

為替差損益（△は益） △109 71

持分法による投資損益（△は益） △181 △203

固定資産処分損益（△は益） 65 112

投資有価証券評価損益（△は益） － 45

売上債権の増減額（△は増加） 8,091 △722

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,449 △159

仕入債務の増減額（△は減少） △5,197 △868

その他 1,607 3,006

小計 14,175 15,255

利息及び配当金の受取額 709 447

利息の支払額 △162 △133

法人税等の支払額 △1,423 △1,702

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,299 13,867

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △270 －

有形固定資産の取得による支出 △3,207 △5,488

固定化債権の増減額（△は増加） 634 △87

その他 △322 △190

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,166 △5,766

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △5,131 259

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △6,000 －

長期借入れによる収入 3,000 －

長期借入金の返済による支出 △419 △399

自己株式の売却による収入 2 2

自己株式の取得による支出 △1,292 △32

リース債務の返済による支出 △12 △38

配当金の支払額 △1,042 △756

少数株主への配当金の支払額 △271 △214

少数株主からの払込みによる収入 － 48



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,166 △1,132

現金及び現金同等物に係る換算差額 73 △103

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △959 6,864

現金及び現金同等物の期首残高 9,826 12,387

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,866 19,252



 該当事項はありません。 

  

  

【事業の種類別セグメント情報】 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１  事業区分は製品の種類、事業の内容等により、「基礎化学品事業」、「アクリル製品事業」、「機能製品事

業」、「樹脂加工製品事業」、「その他の事業」に区分しております。 

       ２  各区分に属する主要な製品 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
基礎化学品 
（百万円） 

アクリル
製品 

（百万円）

機能製品
（百万円）

樹脂加工
製品 

（百万円）

その他
（百万円）

計 
（百万円） 

消去または
全社 

（百万円）

連結
（百万円）

 売上高                 

(1）外部顧客に対する売上高  21,609  18,389  10,039  14,033  860  64,932  －  64,932

(2）

 

セグメント間の内部売上

高または振替高 
 99  108  205  25  2,759  3,198 ( )3,198  －

  計  21,708  18,498  10,244  14,058  3,619  68,130 ( )3,198  64,932

 
営業利益または 

営業損失（△） 
 960  △63  1,283  755  △273  2,662  99   2,761

事業区分 主要製品

基礎化学品事業 

  

苛性ソーダ、苛性カリ、液体塩素・塩酸などの無機塩化物、無機高純度品、 

塩素系有機溶剤、硫酸、工業用ガス等 

アクリル製品事業 

  

アクリル酸、アクリル酸エステル、アクリル系ポリマー、高分子凝集剤、 

建築・土木製品等 

機能製品事業 光硬化型樹脂、接着剤、無機機能材料、エレクトロニクス材料等 

樹脂加工製品事業 

  

下水道関連製品、電力・通信関連製品、介護関連製品、環境保全関連製品、 

エラストマーコンパウンド等 

その他の事業 企画開発品、不動産仲介等 



  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日）  

（注）１  事業区分は製品の種類、事業の内容等により、「基礎化学品事業」、「アクリル製品事業」、「機能製品事 

       業」、「樹脂加工製品事業」、「その他の事業」に区分しております。 

      ２  各区分に属する主要な製品  

   ３  各区分に属する主要な製品の見直し 

   第１四半期連結会計期間において組織変更を実施し、各事業区分に属する主要な製品の再編を行いまし 

   た。これに伴い、従来「アクリル製品事業」に属していた建築・土木製品を「機能製品事業」に、「機能製品

   事業」に属していた光硬化型樹脂を「アクリル製品事業」に変更しております。 

 なお、当第２四半期連結累計期間に用いた事業区分によった場合の前第２四半期連結累計期間の事業の種類 

 別セグメント情報は次のとおりであります。 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日）  

  
基礎化学品 
（百万円） 

アクリル
製品 

（百万円）

機能製品
（百万円）

樹脂加工
製品 

（百万円）

その他
（百万円）

計 
（百万円） 

消去または
全社 

（百万円）

連結
（百万円）

 売上高                 

(1）外部顧客に対する売上高  23,833  29,638  8,422  13,367  591  75,853  －  75,853

(2）

 

セグメント間の内部売上

高または振替高 
 130  25  260  49  3,054  3,519 ( )3,519  －

  計  23,963  29,664  8,682  13,417  3,645  79,373 ( )3,519  75,853

 
営業利益または 

営業損失（△） 
 3,585  4,187  1,862  692  △162  10,165 ( )47   10,118

事業区分 主要製品

基礎化学品事業 

  

苛性ソーダ、苛性カリ、液体塩素・塩酸などの無機塩化物、無機高純度品、 

硫酸、工業用ガス等 

アクリル製品事業 

  

アクリル酸、アクリル酸エステル、アクリル系ポリマー、高分子凝集剤、 

光硬化型樹脂等 

機能製品事業 接着剤、無機機能材料、エレクトロニクス材料、建築・土木製品等 

樹脂加工製品事業 

  

下水道関連製品、電力・通信関連製品、介護関連製品、環境保全関連製品、 

エラストマーコンパウンド等 

その他の事業 企画開発品、不動産仲介等 

  
基礎化学品 
（百万円） 

アクリル
製品 

（百万円）

機能製品
（百万円）

樹脂加工
製品 

（百万円）

その他
（百万円）

計 
（百万円） 

消去または
全社 

（百万円）

連結
（百万円）

 売上高                 

(1）外部顧客に対する売上高  21,609  21,461  6,967  14,033  860  64,932    －  64,932

(2）

 

セグメント間の内部売上

高または振替高 
 99  26  202  25  2,759  3,113 ( )3,113     － 

  計  21,708  21,488  7,169  14,058  3,619  68,045 ( )3,113  64,932

 
営業利益または 

営業損失（△） 
 960  358  921  755  △273  2,722     39   2,761



  

       【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１ 国または地域の区分は地理的近接度によっておりますが、全セグメントの売上高の10％以上でありますセグ

メントが存在しないため、日本以外の全てのセグメントを「日本以外」として一括表記しております。 

       ２ 日本以外の区分に属する主な国または地域 

           日本以外  ：アメリカ、シンガポール、中国、台湾ほか 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 （注）１  国または地域の区分は地理的近接度によっておりますが、全セグメントの売上高の10％以上でありますセグ

メントが存在しないため、日本以外の全てのセグメントを「日本以外」として一括表記しております。  

       ２ 日本以外の区分に属する主な国または地域 

           日本以外  ：シンガポール、アメリカ、中国、台湾ほか 

  
日本

（百万円） 
日本以外
（百万円） 

計
 （百万円） 

消去または全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  60,140  4,792  64,932  －  64,932

(2）セグメント間の内部売上高 

または振替高 
 550  1,253  1,803 ( ) 1,803  －

計  60,690  6,045  66,735 ( ) 1,803  64,932

営業利益  2,610  245  2,855 ( ) 94  2,761

  
日本

（百万円） 
日本以外
（百万円） 

計
 （百万円） 

消去または全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  68,385  7,468  75,853  －  75,853

(2）セグメント間の内部売上高 

または振替高 
 834  1,803  2,637 ( ) 2,637  －

計  69,219  9,271  78,490 ( ) 2,637  75,853

営業利益  8,629  1,538  10,167 ( ) 48  10,118



  

        【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１ 国または地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国または地域 

アジア：シンガポール、中国、インド 

北米 ：アメリカ 

欧州 ：ポーランド、フランス、ドイツ 

３ 海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 （注）１ 国または地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国または地域 

アジア：インド、中国、台湾 

北米 ：アメリカ 

欧州 ：ドイツ、ポーランド 

３ 海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

  

該当事項はありません。  

  

  

  アジア 北米 欧州 その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  6,691  1,143  447  86  8,367

Ⅱ 連結売上高（百万円）          64,932

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 10.2  1.8  0.7  0.1  12.9

  アジア 北米 欧州 その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  11,585  1,378  988  301  14,253

Ⅱ 連結売上高（百万円）          75,853

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 15.3  1.8  1.3  0.4  18.8

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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